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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年3月5日(2015.3.5)

【公開番号】特開2013-8660(P2013-8660A)
【公開日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-002
【出願番号】特願2012-16667(P2012-16667)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1333   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４２３　
   Ｇ０２Ｆ    1/1333   　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13357  　　　　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月20日(2015.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボトムシャーシと、
　前記ボトムシャーシの角部領域に結合されてディスプレイパネルを支持するパネルガイ
ドモジュールと
を備えるディスプレイ装置であって、
　前記パネルガイドモジュールは、
　前記ディスプレイパネルの角部領域を支持する支持板と、
　前記支持板の上部に配置された補強リブと、
　前記支持板の下部に配置されて、前記ボトムシャーシと結合された固定リブと
を備え、
　前記固定リブは、
　前記支持板の下部に配置された固定板と、
　前記固定板から延び、前記ボトムシャーシと締結された第１リブ及び第２リブと
を備え、
　前記第１リブと前記第２リブとは、前記ボトムシャーシを挿入するための空間を有する
ように第１間隔だけ離隔して配置されている、ディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記ボトムシャーシ上に配置されたリフレクタと、
　前記リフレクタ上に配置され、下部面に少なくとも１つの溝を有する導光板と、
　前記導光板の溝内に挿入された光源と、
　前記導光板上に配置された光学部材と、
　前記パネルガイドモジュール及び前記ボトムシャーシと締結されたトップシャーシと
をさらに備える、請求項１に記載のディスプレイ装置。
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【請求項３】
　前記支持板は、前記ボトムシャーシと締結するための締結ねじが貫通する少なくとも２
個の締結孔を有する、請求項１又は２に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記支持板は、
　第１辺、第２辺、第３辺及び第４辺を有し、前記補強リブ及び固定リブが配置された第
１領域と、
　前記第１領域の前記第１辺から延び、前記ボトムシャーシと締結するための締結ねじが
貫通する少なくとも１つの締結孔が形成された第２領域と、
　前記第１領域の前記第１辺と隣接する前記第２辺から延び、前記ボトムシャーシと締結
するための締結ねじが貫通する少なくとも１つの締結孔が形成された第３領域と
を備える、請求項１ないし３のうちのいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記補強リブは、前記支持板の上部表面から突出し、前記支持板の角部領域にマトリッ
クス状に形成されている、請求項１ないし４のうちのいずれかに記載のディスプレイ装置
。
【請求項６】
　前記ボトムシャーシは、
　前記ディスプレイパネルに対向するように配置された底面と、
　前記底面から延びて、前記底面の周囲を取り囲む側面と
を備え、
　前記側面は、
　前記底面の縁部から前記底面に対して垂直な方向に延びる第１セグメントと、
　前記第１セグメントの縁部から前記底面と平行な方向に延びている第２セグメントと、
　前記第２セグメントの縁部から前記第１セグメントと平行な方向に延びて、前記第１セ
グメントと対向する第３セグメントと
を備える、請求項１ないし５のうちのいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記第１セグメントの角部領域には、前記パネルガイドモジュールの固定リブと締結さ
れる締結溝が形成されている、請求項６に記載のディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記第２セグメントの角部領域には、前記パネルガイドモジュールの支持板と締結する
ための締結ねじが貫通する少なくとも２個の締結孔が形成されている、請求項６又は７に
記載のディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記第２セグメントの角部領域には、前記パネルガイドモジュールの支持板の下部が接
触している、請求項６ないし８のうちのいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記第２セグメントの端部は、前記パネルガイドモジュールの支持板の端部と一致する
、請求項６ないし９のうちのいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項１１】
　前記第２セグメントの端部は、前記パネルガイドモジュールの支持板の端部から一定間
隔だけ離隔して配置されている、請求項６ないし１０のうちのいずれかに記載のディスプ
レイ装置。
【請求項１２】
　前記第２セグメントは、前記第３セグメントと隣接する縁部領域にトップシャーシと締
結するための締結部が突出して形成されている、請求項６ないし１１のうちのいずれかに
記載のディスプレイ装置。
【請求項１３】
　前記第３セグメントの表面は、前記パネルガイドモジュールの支持板の側面と同じ平面
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上に位置する、請求項６又は１２に記載のディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記締結部には、トップシャーシと締結するための締結ねじが貫通する少なくとも一つ
の締結孔が形成されている、請求項１２に記載のディスプレイ装置。
【請求項１５】
　前記支持板の前記第１領域、前記第２領域及び前記第３領域の一部には前記ディスプレ
イパネルの角部領域が載置されている、請求項４に記載のディスプレイ装置。
【請求項１６】
　前記第１リブは前記ボトムシャーシの内側に位置し、前記第２リブは前記ボトムシャー
シの外側に位置する、請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１７】
　前記第１リブの厚さは前記第２リブの厚さよりも厚い、請求項１に記載のディスプレイ
装置。
【請求項１８】
　前記第１リブと前記第２リブとの間の前記第１間隔は、前記ボトムシャーシの厚さより
も大きい、請求項１６又は１７に記載のディスプレイ装置。
【請求項１９】
　前記パネルガイドモジュールは、不飽和ポリエステル（ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ）、メチル
メタクリレート（ｍｅｔｈｙｌ　ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ）、エチルメタクリレート（
ｅｔｈｙｌ　ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ）、イソブチルメタクリレート（ｉｓｏｂｕｔｙ
ｌ　ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ）、ｎ-ブチルメタクリレート（ｎ-ｂｕｔｙｌ　ｍｅｔｈ
ａｃｒｙｌａｔｅ）、アクリル酸（ａｃｒｙｌｉｃ　ａｃｉｄ）、メタクリル酸（ｍｅｔ
ｈａｃｒｙｌｉｃ　ａｃｉｄ）、ヒドロキシエチルメタクリレート（ｈｙｄｒｏｘｙｌ　
ｅｔｈｙｌ　ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ）、ヒドロキシプロピルメタクリレート（ｈｙｄ
ｒｏｘｙｌ　ｐｒｏｐｙｌ　ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ）、ヒドロキシエチルアクリレー
ト（ｈｙｄｒｏｘｙｌ　ｅｔｈｙｌ　ａｃｒｙｌａｔｅ）、アクリルアミド（ａｃｒｙｌ
ａｍｉｄｅ）、エチルアクリレート（ｅｔｈｙｌ　ａｃｒｙｌａｔｅ）、イソブチルアク
リレート（ｉｓｏｂｕｔｙｌ　ａｃｒｙｌａｔｅ）、ｎ-ブチルアクリレート（ｎ-ｂｕｔ
ｙｌ　ａｃｒｙｌａｔｅ）のうち少なくともいずれか一つである、請求項１ないし４のう
ちのいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項２０】
　前記トップシャーシ、前記ボトムシャーシ及び前記パネルガイドモジュールは、同一の
位置に形成される締結孔と、前記締結孔を貫通して連結される締結ねじとによって結合さ
れている、請求項２に記載のディスプレイ装置。
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